
文芸コーナー

市政の窓
　春は新しい門出の季節です。
　住所や電話番号の変更など、図書館
カードの登録内容が変わったときは、
「変更届」の提出をお願いします。
◆新１年生に図書館カードをどうぞ
　入学の記念に図書館カードを作りませ
んか。保険証などの身分証明書があれば、
どなたでも登録できます。
（届け出は17時までにお願いします。）
◆“贈る言葉”を集めました
　特設コーナーでは、「贈る言葉」をテー
マに、卒業式や入学式のスピーチに役立
つ、話し方の本を陳列します。
◆３月のおはなし会（八日市場図書館）
　毎週土曜日　14時から約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
◆ドリームキッズ（のさか図書館）
日時…28日（土）10時30分～　内容…本
の読み聞かせや人形劇など　問い合わせ
先…若林☎67－5965
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春
の
訪
れ
に
思
う

　

大
雪
に
よ
り
孤
立
し

た
世
帯
や
公
共
交
通
機

関
の
麻
痺
。
北
国
や
日

本
海
沿
岸
地
域
で
は
、

雪
か
き
や
雪
下
ろ
し
な

ど
の
除
雪
作
業
が
日
常

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
直

撃
か
ら
４
年
を
迎
え
る
東
北

地
方
で
は
、
降
雪
に
加
え
、

今
な
お
震
度
５
弱
の
余
震
が

襲
っ
て
く
る
と
の
こ
と
。
連

日
の
報
道
を
見
る
に
つ
け
、

千
葉
県
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
今
年
の
冬
の
寒

さ
は
例
年
よ
り
厳
し
か
っ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
急
激
な
気

候
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、

私
の
身
内
を
含
め
、
特
に
先

月
は
数
多
く
の
葬
儀
に
参
列

し
、
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
高
校
・

大
学
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

本
人
の
頑
張
り
は
も
と
よ
り
、

家
族
の
応
援
や
気
配
り
も
大
変

な
よ
う
で
、
近
年
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
い
う
大
敵
に
家
族
そ

ろ
っ
て
勝
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
も
と
に

早
く
吉
報
が
届
き
、
名
実
と
も

に
春
が
訪
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
願
う
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
海
外
の
出

来
事
と
思
っ
て
い
た
テ
ロ
リ
ズ

ム
や
戦
争
は
、
過
激
派
組
織

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
よ
る
日
本

人
２
人
を
含
む
人
質
殺
人
事
件

を
き
っ
か
け
に
世
界
各
国
を
巻

き
込
ん
だ
戦
争
状
態
と
な
り
、

今
や
日
本
国
民
も
国
内
外
で
テ

ロ
の
標
的
と
の
こ
と
。
ま
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
内
戦
で
は
停
戦

合
意
も
束
の
間
で
、
大
規
模
な

武
力
衝
突
に
よ
り
市
街
地
で
の

銃
撃
戦
が
続
く
な
ど
、
も
は
や

対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
我
が

国
や
国
民
生
活
に
も
関
わ
る
問

題
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

日
脚
が
伸
び
、
梅
の
便
り
や

桃
の
節
句
を
迎
え
、
生
命
が
躍

動
す
る
季
節
が
目
前
で
す
。
国

に
よ
る
「
地
方
創
生
」
も
い
よ

い
よ
始
動
し
、
景
気
対
策
の
第

一
弾
は
、
夏
に
販
売
予
定
の
大

型
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
す
。

本
市
で
も
こ
の
た
め
の
予
算
の

ほ
か
、
新
生
匝
瑳
の
ま
ち
づ
く

り
実
現
の
た
め
の
新
年
度
予
算

を
取
り
ま
と
め
、
３
月
定
例
市

議
会
に
上
程
い
た
し
ま
す
。

　

匝
瑳
市
の
さ
ら
な
る
活
性
化
、

日
本
の
景
気
回
復
と
均
衡
あ
る

発
展
、
そ
し
て
世
界
の
恒
久
平

和
を
切
に
希
望
す
る
も
の
で
す
。
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休館日…毎週月曜日
祝日開館日…21日（土）９時～ 17時

寄　付（２万円以上）

日蓮宗千葉県東部宗務所　様より
（災害救護積立金として） …50,000円

●社会福祉協議会へ

あ
の
世
で
も
釣
り
し
て
い
る
や
と
ふ
と
思
う
栗
山
川
へ
と
在
り
し
日
の
父
は

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

わ
が
植
え
し
白
菜
大
き
く
結
び
お
り
暫
し
佇
む
心
う
れ
し
く

 

高　

野　
　
　

土
屋　

静
枝

笹
舟
を
浮
か
べ
競
っ
た
幼
日
の
小
川
の
流
れ
友
ら
何
処
や

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

手
習
い
の
筆
を
走
ら
す
「
川
」
の
文
字
ち
か
ら
み
な
が
り
大
河
と
な
り
ぬ

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

北
陸
に
筋
状
の
雲
居
す
わ
り
て
積
雪
深
く
友
を
気
遣
う

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
干
し
た
る
大
豆
を
電
線
で
狙
う
烏
に
杖
振
り
上
げ
る

 

安
久
山　
　
　

木
下　

ふ
さ

控
え
め
に
咲
き
し
水
仙
香
を
放
ち
十
一
階
の
窓
辺
に
届
く

 

大　

寺　
　
　

住
母
家
み
さ
ほ

待
ち
ま
ち
し
さ
庭
の
梅
の
咲
き
そ
む
る
如
月
朔
日
い
ま
だ
寒
き
に

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

霜
柱
立
つ
庭
の
辺
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
く
彩
り
を
思
ひ
て
和
む　

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

北
西
の
烈
し
き
風
の
吹
き
渡
る
池
に
鴨
ら
の
身
動
ぎ
も
せ
ず

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

添
へ
書
き
は
「
転
ぶ
べ
か
ら
ず
」
つ
ぶ
つ
ぶ
の
滑
り
止
め
付
く
靴
下
届
く

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

九
十
九
里
波
打
ち
寄
せ
る
遅
日
か
な　

八
日
市
場
ハ　

西
野　

棠
雨

み
じ
ろ

ま　

ひ

スポーツ結果（敬称略）
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力
作

募
集
中

三
峯
講
社

西
小
笹
を
歩
く

匝瑳

探訪
106

西小笹の八幡神社境内にある三峯神社

　

戦
後
の
１
９
４
６
（
昭
和
21
）

年
に
神
社
の
国
家
管
理
が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
は
、
各
村
の
神
社
に
は

村
社
と
よ
ば
れ
る
社
格
が
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
66
社
が
宗
教
法

人
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

多
く
が
旧
村
社
で
、
か
つ
て
の
村

（
現
在
の
大
字
）
に
１
社
、
ま
れ

に
は
２
つ
の
神
社
が
ま
つ
ら
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

西
小
笹
区
（
共
興
地
区
）
に
は
、

区
の
中
心
に
旧
村
社
の
八
幡
神
社

と
集
落
の
西
の
端
に
稲
生
神
社
が

あ
り
、
と
も
に
１
８
７
９
（
明
治

12
）
年
作
成
の
「
千
葉
県
神
社
明

細
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
書
に
は
神
社
の
祭
神
、
由

緒
、
社
殿
、
境
内
、
氏
子
な
ど
が

書
か
れ
、
移
り
変
わ
り
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

１
３
９
６
年
に
ま
つ
ら
れ
た
と

さ
れ
る
八
幡
神
社
境
内
に
は
、
境

内
社
の
三
体
子
安
神
社
と
三
峯
神

社
も
あ
り
ま
す
。

　

三
峯
神
社
の
本
社
は
埼
玉
県
秩

父
市
三
峰
に
あ
り
、
火
難
よ
け
、

盗
難
よ
け
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

災
い
を
防
ぎ
、
良
縁
を
結
び
願
い

事
を
か
な
え
る
神
様
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
甲
信
越
地

方
で
江
戸
時
代
以
降
信
仰
を
集
め

た
背
景
に
山
伏
の
布

教
活
動
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
八
日
市
場
市
域

で
の
三
峯
信
仰
に
つ

い
て
見
る
と
、
明
治

の
「
千
葉
県
神
社
明

細
帳
」
に
は
、
富

谷
・
愛
宕
神
社
境
内

を
含
め
３
社
の
境
内

に
ま
つ
ら
れ
、
古
い

も
の
で
は
長
谷
新
田

（
共
興
地
区
）
の
三
峯
社
に
１
８

１
５
年
の
石
宮
が
あ
り
ま
す
。

　

西
小
笹
村
は
支
配
の
関
係
で
、

１
６
０
０
年
代
に
小
笹
村
が
東
西

に
分
割
さ
れ
成
立
し
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
１
７
０
０
年
代
に
か

け
て
村
の
支
配
者
は
５
人
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
集
落
が
形

成
さ
れ
た
よ
う
で
、
１
８
４
５
年

ご
ろ
の
村
の
家
数
は
１
０
４
軒
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
神
社
な
ど
を
信
仰
す
る

団
体
を
講
社
と
い
い
、
西
小
笹
区

に
は
「
三
峯
講
社
」
が
あ
り
、
希

望
者
を
募
り
毎
年
本
社
の
参
詣
を

続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
三
峯
登
拝
は
１
９
０
５
（
明
治

38
）
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
わ

り
、
１
１
０
年
目
に
あ
た
る
今
年

は
、
秋
に
１
泊
２
日
の
参
詣
が
計

画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

平
成
５
年
の
三
峯
神
社
の
社
報

に
は
、
前
年
の
主
な
登
拝
講
社
と

し
て
「
八
日
市
場
市
・
西
小
笹
三

峯
講
社
」
と
「
八
日
市
場
平
和
講

社
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
こ
の
ほ
か
現
在
で
も
登
拝

し
て
い
る
「
三
峯
講
社
」
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
資
料

提
供
の
あ
っ
た
「
西
小
笹
三
峯
講

社
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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や
ま
ぶ
し

い
な
お

こ
う
し
ゃ

檀
林
の
問
答
の
間
や
冴
返
る 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

梅
林
へ
老
い
が
老
い
押
す
車
椅
子 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

冴
返
る
素
足
揃
へ
て
六
地
蔵 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

一
枚
の
暦
め
く
れ
ば
春
の
声 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

未
来
都
市
め
き
て
林
立
霜
柱 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

音
絶
え
し
夜
半
の
月
光
冴
返
る 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

文
机
に
朝
日
ま
ぶ
し
き
春
は
じ
め 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

初
夢
や
ル
ソ
ー
画
き
そ
な
亡
父
と
飲
む 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

ウ
イ
ン
ド
の
マ
ネ
キ
ン
春
を
装
い
す 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

銀
杏
散
る
バ
ス
待
つ
人
の
ブ
ー
ツ
黒 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
嫌
い
な
の
で
す
二
人
連
れ 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

ト
ッ
プ
よ
り
二
番
が
好
き
と
負
け
惜
し
み 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

二
歳
児
が
泣
か
ず
に
主
張
言
い
通
す　

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

小
五
年
二
の
句
も
出
な
い
理
屈
言
い 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

杖
を
借
り
二
人
三
脚
八
十
路
坂 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

老
い
二
人
と
ん
ち
ん
か
ん
で
息
が
合
い 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

同
じ
血
を
分
け
た
二
人
に
出
来
不
出
来 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
江

温
暖
化
二
つ
地
球
が
欲
し
く
な
り 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

六
十
路
歩
む
道
に
も
意
地
燃
や
し 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

ち　

ち

梱包の規格
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